
市民の力で市民力を高める
「吹田市市民協働学習センター」

入門講座の様子

吹田市自治基本条例に則り、「みんなで創るまちづくり」を目指して市民主導の運営組
織をつくり、市民自らが学び、考え、議論をし、行動する場を提供しています。

目 的 市民と行政の協働による一歩進んだまちづくり創造のため、市民力の高いまちづくり人材を育成すること

連携メンバー
および役割

吹田市民･･･志と意欲があれば、運営委員（あるいは協力員）として参加することができる
吹田市文化スポーツ推進室･･･事務局として参加。市民と対等な立場での議論を目指す
関西大学環境都市工学部 社会資本計画研究室（北詰恵一研究室）

･･･教員が顧問として参加。学生も学塾部会の講座に参加して運営をサポート

活動地域 大阪府吹田市内

活動期間 2006年10月～（継続中）

2006年の準備委員会での議論を経て運営委員会を発足させるとき関西大学に学識経験者の参加要請があり、
大学教員が参加。市も事務局として参加。以来、運営委員会で議論した方針をもとに、学塾部会での講座開催、
市民公益団体間の交流、まちづくりに関する情報発信、まちづくり市民塾の支援と実際の活動を続けている。

（１）市民：本格的な人材育成プログラム構築
（２）市：市民主体の学習事業支援のあり方模索
（３）大学研究室：まちづくり研究の実践の場

活動の概要

連携の経緯

解決すべき課題 環境都市工学部 教授
北詰 恵一

（きたづめ けいいち）

専門は社会資本計画、地域・都市計画、PPP/PFI。

（１）講座実施：入門講座12回、応用講座10回、卒業生が実際に活動
（２）まちづくりテキスト作成
（３）交流会：38回実施、69団体の参加
（４）市民塾：34団体を採択し活動支援、多くの活動団体のサポート
（５）広報誌「つながる」発行：19号

（１）より深い政策提案のための「専門講座」
（２）提案した施策の実験的実践、さらに本格実施
（３）市民公益団体交流拡大による具体課題のための市民グループ構築
（４）市内大学連携による市民サポートのしくみ構築

活動紹介パネル

市民主体でのまちづくり人材育成の場において、無理なく、しかし市民の高い関心を受け留め、教育効果の高い
育成プログラム内容になるようサポートしている。

（１）講座カリキュラム構築：
「入門講座」、「応用講座」という講座群の大きな枠組みを作り、各講座にどのような目的や役割を持たせ
ればよいかを議論して決定した。全体の方向性として、「市民と行政のパートナーシップ」という考え方を
示し、市民が学ぶべき内容を割り当てている。また、「入門講座」の最後には「応用講座」のテーマに自然
に繋がるシンポジウムを企画し、そのコーディネート役を行った。「応用講座」では、政策立案のテーマ設
定、ファシリテート、最終的目標への具体化のサポートを行った。

（２）学生の参加と研究実施：
「応用講座」に学生を参加させ、若いアイデアを積極的に盛り込める政策立案議論の実質的な進行役を務め
させた。これにより講座が活性化し魅力あるものになったと考えている。また、学生にとっても「まちづく
りのプロセスモデル研究」の実践の場として、修士論文や卒業論文での仮説の検証の場となった。

（３）市民、自治体職員、学生が議論する場：
これら3者が同じテーブルで議論する場を提供。市民にとっては自治体職員が実際にどのような課題に直面
しているかを知る場、自治体職員にとっては市民や学生と対等に議論し本音をぶつけられる場、学生にとっ
ては生のまちづくりを経験する場として、非常に貴重な場となった。このことは、中間支援組織としての市
民協働学習センターの市民メンバーのコーディネータ能力の向上にも寄与している。

入門講座リーフレット

大学の役割

成果

今後の展望

研究者の紹介


